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Study on the Hit Songs:








　There have been dramatic changes in the form and style of hit songs of popular music over the years. The 
kind of hit songs that were extremely popular in the past is becoming increasingly rare in the present 
times. In this context, the song Let It Go, which had been endorsed by all generations across the world, can 
today be considered a relatively rare, old-style hit song. The aim of this paper is to analyze its music 
and discuss why this song became a hit. The result of the analysis revealed that numerous efforts were 
made to avoid making it a commonplace song, beginning with the composition of the hook. However, the ideas 
used were all within the range of common practices, whether they were the limitations of song creation in 
the framework of popular music or the limitations in the framework of tonal music.
キーワード：楽曲分析，レット・イット・ゴー，ヒット曲，ポピュラー音楽，調性音楽






























































































 ・A メロ（51 ～ 60 小節）：
悩んでたことが うそみたいね
だってもう自由よ なんでもできる
























































































とも読み取れる。なぜなら A メロ・B メロ・サ
















































３　ここでは B ♭ sus4 と B ♭ m または B ♭をひとつのコードと捉えている。なぜなら B ♭ sus4 の中のミ♭は倚音であり，


































































































































































えられ，C ♭・D ♭はⅢ♭ - Ⅳというロック等で
よく見られるコード進行であるが（小川　2012：






























































































































た D ♭と E ♭のふたつのコードに基本的に基づ

























































































フ ロ ウ ズ ン
凍保存』されている。」（アドルノ
　2002：149）
　しかし，音楽制作者側からの観点で考えた場合，
《レット・イット・ゴー》のような「暗闇」から「光」
へ向かうドラマティックでストーリー性の高い作
品が要求されるとき，他に音楽の選択肢はあった
かということも考慮しなくてはならない。結論か
ら先に述べると，他の選択肢はなかったであろう。
なぜなら今日において，このようなドラマティッ
ク性を最も効果的に視聴者に伝える方法は長調や
短調に基づく調性音楽を使用するかたちでしか見
当たらないからである。
　この西洋で長年培われた調性音楽は，コード進
行が不協和音から協和音へ解決に向かう機能和声
の枠組で成り立つ。このシステムはドラマティッ
クなストーリー展開を表現する上で極めて効果的
であるのだが，このシステムとは異なる新たなシ
ステムを構築しようとした流れが現代音楽やジャ
ズなどで見られた。これらのジャンルの音楽家
たちが新たな音楽表現を生み出していったもの
の，調性音楽に取って代わる音楽システムは未だ
に生まれていない。殊更ドラマティックなストー
リー展開を表現する上で調性音楽の右に出るもの
はない状態が今日も続いている。ジャズ・ミュー
ジシャンの菊池成孔と大谷能夫は，調性音楽が基
づく機能和声の根幹となるドミナント・トニック
という関係が今日決して絶対的なものではなくな
りつつあることを指摘しながらも，その効果がポ
ピュラー音楽においても依然強く残っていると述
べている（菊池，大谷　2004：152）。我われ自身，
幼少の頃から最も馴染んでいるのがこの調性音楽
る。ディズニー映画という明確な枠組みがあり，
そこでは革新的な音楽ではなく，聴きやすくて
覚えやすいものを第一に目指してつくられている
から当然かもしれない。しかし，この「王道」や
枠組というものは，テオドール・アドルノを筆頭
に多くの人がヒット曲について指摘する「規格
化」（アドルノ　2002：138），「パターン化」（高
増　2013：268）といった傾向にもつながりやすい。
マキタスポーツは，特に J-POP における曲作り
が「まるで工業製品のように部品の組み合わせで
音楽をつくることが可能になる」（マキタスポー
ツ　2014：44）と考え，ヒット曲の法則を打ち出
している。その法則とは，定番のコード進行，三
部形式（A メロ・B メロ・サビ），歌詞（一般に
好まれる「桜」，「希望」といった言葉）などの要
素があることを指しているが，それは上に記した
「王道」や枠組と同じことと考えられる。アドル
ノはポピュラー音楽に対して否定的な立場をとっ
たことで知られているが，ヒット曲に関しても厳
しい意見を述べている：「たとえどんな逸脱が発
生しようと，ヒット作品はいつものお馴染みの経
験という安全地帯へと戻って行け，根本的に目新
しい（novel）何かに出会うことは決してない。」（ア
ドルノ　2002：139）アドルノのこのような断定
的な見解は，ビートルズやジェームス・ブラウン
などのヒットした曲がもつ革新性がその後の音楽
界に与えた影響を考えたとき，決して正しいとは
言えないだろう。しかし，《レット・イット・ゴー》
を耳にするときに，その完成度の高さを理解しつ
つも，このアドルノの見解に近い印象も抱いてし
まう。アドルノが以下で指摘するように，これは
ヒット曲の原理が膠着化しやすいものだからかも
しれない。
「大きくヒットした作品ではそれ自体が，またそ
こにある歌の型
タイプ
とか，構成諸要素を混ぜ合わせる
110
なので，今後もこの状態が続くことが予想される。
しかし，調性音楽は数ある音楽のシステムのひと
つでしかないことを考えた場合，このシステムが
絶対的なものでないことは明らかであり，このシ
ステムに基づかなくても新たなドラマティック性
が表現できるヒット曲を耳にしたい願望も捨てら
れない。「Frozen」する傾向にあるヒット曲のか
たちが，映画のストーリーのように「雪解け」す
る日がいつか来るだろうか。
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